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ご
案
内
を
差
上
げ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
第
15
回
定
期
総
会
を
６
月

16
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
６
月
10
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
行
え
な
か
っ
た
「
対
面
」
総

会
を
３
年
ぶ
り
に
開
い
て
か
ら
１

年
、
世
界
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
が
長
期
化
し
、
米
中

対
立
を
軸
に
し
た
分
断
が
一
層
進

行
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
旧
統

一
教
会
の
広
告
塔
と
見
な
さ
れ
た

安
倍
元
首
相
が
銃
撃
に
よ
り
殺
害

　

総
会
の
役
割
は
、
運
動
面
だ
け

で
な
く
、
会
員
の
懇
親
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。「
懇
親
会
」
は
欠
か
せ

な
い
行
事
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

今
年
も
見
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
清
掃
会
館
で
の
飲
食

を
解
禁
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

東
京
清
掃
は「
コ
ロ
ナ
は
、依
然
、

沈
静
化
し
て
お
ら
ず
、
感
染
症
の

専
門
家
が
リ
バ
ウ
ン
ド
を
警
告
し

て
い
る
こ
と
、
清
掃
会
館
地
下
の

環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、ク
ラ
ス
タ
ー

ユキノシタの群生
（御岳山にて）

６
月
16
日
に
開
催
す
る
第
15
回　

定
期
総
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

怖々開催した昨年の定期総会会場風景 発
生
の
危
険
性
は
な
く
な
っ
て
い

な
い
こ
と
」
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
業
務
集

団
で
形
成
す
る
東
京
清
掃
が
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
源
に
な
る
こ
と
は

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
懇
親
会
」
は
行
え
ま
せ
ん
が
、

懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
既
に
、
参
加

見
合
わ
せ
で
連
絡
し
た
方
も
や
り

く
り
が
可
能
な
ら
ば
、
是
非
、
定

期
総
会
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

定期総会の案内
○日　時　６月 16 日（金）
　　　　　午前 10 時受付開始
　　　　　午前 10 時 15 分開会
○場　所　清掃会館地下ホール
○議　案　2023 年度運動方針、
　　　　　会計予算
○出　欠　「参加連絡兼委任状」
　　　　　を提出してください。
　※懇親会中止、参加された方
　　に弁当を配ります。

さ
れ
、
岸
田
政
権
に
よ
る
安
倍

「
国
葬
」
強
行
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
保
有
と
大
軍
拡
な
ど
、「
新

た
な
戦
前
」
と
言
わ
れ
る
状
況

を
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
す
る
私
た
ち
の

運
動
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
退
職
者
会
会
員
が
な
か
な

か
増
え
な
い
こ
と
も
含
め
、
不

十
分
性
が
問
わ
れ
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
運
動
を
進
め
る
か
、
総

会
で
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
の
あ
り
方
を
語
り
尽
く
そ
う

今
年
も
懇
親
会
は
取
り
止
め

万
障
繰
り
合
せ
参
加
く
だ
さ
い
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『
秋
の
学
習
会
』
の
実
施
素
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
テ
ー
マ
…
…
現
下
の
政
治
情
勢

　

と
闘
い
の
課
題

　

講
師
は
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
予
定

▼
開
催
時
期
…
９
月
中
旬
か
下
旬

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
、
昨
年
の

『
み
さ
き
満
喫
ツ
ア
ー
』
に
味
を
し

め
て
、
似
た
企
画
を
検
討
中
。

◆
実
施
時
期
…
10
月
中
旬
頃

◆
旅
行
先
…
…
横
須
賀

◆
実
施
内
容
…
京
急
の
『
よ
こ
す

　

か
満
喫
き
っ
ぷ
』を
各
自
で
買
っ

　

て
い
た
だ
き
、
現
代
の
ラ
ピ
ュ

　

タ
と
人
気
の
『
猿
島
』
を
メ
イ

　

ン
に
何
か
を
組
み
合
わ
せ
て
横

　

５
月
15
日
に
第
５
回
幹
事
会
・

専
門
部
会
を
開
催
し
、
①
定
期
総

会
の
準
備
と
総
会
議
案
、
②
コ
ロ

ナ
の
位
置
付
け
変
更
に
伴
う
対
応
、

③
新
デ
ザ
イ
ン
行
動
旗
の
取
扱
い
、

④
来
年
初
春
ま
で
の
行
事
実
施
計

画
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
の
時
程
、
役
割
分
担
、

総
会
議
案
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
総
会
議
長
」
の
取
扱
い
を
変
更

し
ま
す
。
従
来
、
会
員
に
依
頼
し

て
き
ま
し
た
が
、
参
加
会
員
の
立

候
補
が
な
け
れ
ば
幹
事
中
か
ら
選

出
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
事
前
の

打
合
せ
が
可
能
な
と
こ
ろ
を
考
慮

し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
禁
じ
手
み

た
い
で
す
が
、
規
約
で
は
「
議
決

権
の
あ
る
総
会
構
成
員
の
中
か
ら

選
出
」
と
定
め
て
お
り
、
幹
事
も

議
決
権
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
問
題

は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
総
会
議
案
に
予
定

　

須
賀
で
遊
ぶ

◆
参
加
費
…
…
『
き
っ
ぷ
』
代
を

　

参
加
費
に
代
え
る

と
い
う
方
式
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
よ
こ
す
か
満
喫
き
っ
ぷ
』
は
、

①
京
急
の
往
復
乗
車
券
と
京
急
バ

ス
フ
リ
ー
乗
車
券
、
②
食
べ
る
券

（
横
須
賀
の
美
食
ゲ
ッ
ト
）、
③
遊

ぶ
券
（
各
種
施
設
の
割
引
券
な
ど
）

が
つ
い
て
い
て
お
得
で
す
。

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

●
実
施
案
…
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

　

イ
ド
の
案
内
に
よ
る
谷
中
散
策

●
実
施
日
…
…
11
月
を
予
定　
　

●
実
施
概
要
…
日
暮
里
集
合
・
解

　

散
、
ラ
ン
チ
付
の
構
想

　

新
春
の
集
い

□
開
催
日
…
１
月
20
日
（
土
）　　

　
　
　
　
　

ま
た
は
27
日
（
土
）

□
会　

場
…
新
し
い
会
場
に
変
更

　

す
べ
く
、
探
し
て
い
る
最
中　

　

演
芸
を
楽
し
む
会

□
実
施
内
容
…
「
国
立
演
芸
場
」　

　

が
建
替
え
の
た
め
、
新
会
場
検

　

討
中
。
候
補
は
、
新
宿
末
広
亭
、

　

上
野
鈴
本
演
芸
場
、
浅
草
演
芸

　

ホ
ー
ル
、
池
袋
演
芸
場
。

し
て
い
た「
共
済
会
員
制
度
」で
す
。

い
ろ
い
ろ
問
題
が
出
そ
う
な
の
で
、

時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
、
今
総
会
で
は
提
案
し
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
症
状
の
位
置
付

け
変
更
に
伴
い
、
東
京
清
掃
は
、

機
関
会
議
や
行
動
参
加
を
、
感
染

症
対
策
に
留
意
し
つ
つ
原
則
コ
ロ

ナ
前
に
戻
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
退
職
者
会
も

「
会
議
、
行
事
、
行
動
の
対
応
は
、

原
則
と
し
て
コ
ロ
ナ
前
に
戻
す
」

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
行
動
の
旗
印
︽
シ
ニ
ア
ユ
ニ
オ

ン
︾
名
」
の
行
動
旗
新
デ
ザ
イ
ン

の
検
討
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
進

み
ま
せ
ん
。
拙
速
で
変
な
も
の
を

第５回
幹事会

定
期
総
会
準
備
と
総
会
議
案
�

新
デ
ザ
イ
ン
行
動
旗
�
コ
ロ
ナ

後
の
活
動
対
応
�
来
年
初
春
ま

で
の
行
事
実
施
案
等
を
検
討

行
動
旗
新
デ
ザ
イ
ン
案

総
会
議
長
の
取
扱
い
を
変
更

コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
変
更

秋の行事予定９
月
に
学
習
交
流
会　

10
月
に
日
帰
り
ツ
ア
�

11
月
に
秋
の
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

横須賀・猿島の軍事施設跡

新
春
の
集
い
と
演
芸
の
会

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
、

時
間
を
か
け
て
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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野
田
市
で
の
人
権
企
業
連
絡
会
の

活
動
を
苦
労
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前

最
長
の
ス
ト
が
決
行
さ
れ
た
『
野

田
醤
油
争
議
』
の
現
場
で
も
あ
り
、

見
学
の
後
、
お
土
産
に
も
ら
っ
た

醤
油
は
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
複
雑
な
感
じ
で
し
た
。

　

差
別
の
根
の
深
さ
を
改
め
て
実

感
で
き
、
闘
い
の
重
要
性
も
共
有

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
も
多
彩
で
、

往
復
の
バ
ス
の
中
は
有
意
義
な
交

流
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
企
画
さ

れ
た
方
、
現
地
で
受
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
で
す
。

（
箱
田
修
一
・
押
田
五
郎
記
）

が
意
図
的
に
流
布
さ
れ
関
東
各
地

に
官
民
一
体
の
自
警
団
が
組
織
さ

れ
る
状
況
下
で
発
生
、
９
月
６
日
、

福
田
村
（
現
野
田
市
）
で
、
香
川

県
か
ら
薬
の
行
商
に
来
た
被
差
別

部
落
の
一
行
15
人
が
福
田
村
と
田

中
村
（
現
柏
市
）
の
自
警
団
に
襲

わ
れ
、
幼
児
３
人
を
含
む
男
女
９

人
と
胎
児
が
虐
殺
さ
れ
利
根
川
に

遺
棄
さ
れ
た
事
件
で
す
。

　

自
警
団
の
中
心
人
物
８
人
は
有

罪
に
な
り
ま
す
が
、
大
正
天
皇
死

去
に
伴
う
「
恩
赦
」
で
釈
放
、
彼

ら
に
は
村
民
が
集
め
た
見
舞
金
が

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
香
川

の
生
存
者
６
人
や
遺
族
に
は
裁
判

の
経
過
も
全
く
知
ら
さ
れ
ず
、
一

切
の
謝
罪
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

事
件
は
長
年
に
わ
た
り
隠
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
事
件
の
存
在
を

知
っ
た
野
田
市
の
市
川
正
廣
さ
ん

等
の
掘
り
起
こ
し
や
、
被
害
者
側

の
香
川
県
部
落
解
放
同
盟
の
協
力

慰
霊
碑
』
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
福
田
村
事
件
追
悼
慰
霊
碑
保
存

会
』代
表
の
市
川
正
廣
さ
ん
は
、「
朝

鮮
人
に
間
違
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
た

と
単
純
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
朝
鮮
人
等

へ
の
民
族
差
別
、
部
落
差
別
、
よ

そ
者
差
別
、
行
商
と
い
う
職
業
差

別
が
複
雑
に
絡
ん
だ
複
合
差
別
」

だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
公
民
館
で
の
市
川
さ
ん
の

熱
い
お
話
し
は
、
お
昼
の
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
の
質
疑
応
答
へ
続
き
、

午
後
か
ら
、
殺
害
現
場
の
香
取
神

社
や
遺
体
が
遺
棄
さ
れ
た
利
根
川

河
川
敷
、
渡
船
場
跡
と
圓
福
寺
の

　

５
月
28
日
、
清
掃
・
人
権
交
流

会
『
福
田
村
事
件
』
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
47
名
（
う
ち
、

朝
日
等
マ
ス
コ
ミ
３
名
、
現
地
受

入
れ
側
７
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
掃
会
館
に
集
合
し
た
一
行
は
、

大
型
バ
ス
で
現
地
へ
向
い
ま
し
た
。

　
『
福
田
村
事
件
』
は
、
ち
ょ
う
ど

100
年
前
、
23
年
９
月
１
日
の
関
東

大
震
災
直
後
「
朝
鮮
人
等
の
暴
動
」

福田村事件が今に伝えるもの

清掃・人権交流会フィールドワーク

追
悼
慰
霊
碑
を
め
ぐ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

の
ど
か
な
風
景
と
凄

惨
な
虐
殺
、
差
別
意
識

と
集
団
心
理
が
普
通
の

人
間
を
悪
魔
に
変
え
る

恐
ろ
し
さ
が
リ
ア
ル
に

感
じ
と
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
醤
油
醸
造
所
を
見

学
。
社
内
の
人
権
の
取

り
組
み
や
、
千
葉
県
と

に
よ
り
、
80
年
後

の
03
年
９
月
、
虐

殺
現
場
に
ほ
ど
近

い
圓
福
寺
の
墓
苑

に
『
関
東
大
震
災

福
田
村
事
件
追
悼

野田市の福田公民館にて

自
警
団
が
こ
ど
も
含
め
虐
殺

事
件
現
場
と
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
見
学

複
合
差
別
が
事
件
発
生
の
背
景

福
田
村
事
件
が
伝
え
る
も
の
を
共
有

『追悼慰霊碑』前でお
話しする市川正廣さん

圓福寺追悼慰霊碑前フィールドワーク
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66
年
に
旧
清
水
市
（
現
静
岡
市
）

で
発
生
し
た
一
家
４
人
殺
人
事
件

の
犯
人
と
さ
れ
た
元
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
袴
田
巌
さ
ん
の
再
審
は
、
今

年
３
月
に
事
実
上
確
定
し
た
と
い

う
の
に
、
未
だ
開
始
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
証
拠
捏
造
」
を
裁
判
所
か
ら
言

及
さ
れ
、
抗
う
手
段
が
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
検
察
は
「
有
罪
立
証
」

の
姿
勢
を
崩
そ
う
と
せ
ず
、「
方
針

提
示
に
３
ヶ
月
か
か
る
」
と
悪
戯

に
引
き
伸
ば
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

袴
田
巌
さ
ん
の
早
期
無
実
確
定

を
阻
ん
で
き
た
の
は
、
日
本
の
再

審
制
度
が
被
告
人
に
極
め
て
不
利

だ
か
ら
で
す
。
少
な
く
と
も
、
検

察
の
証
拠
開
示
義
務
や
検
察
の
不

服
申
立
て
禁
止
な
ど
国
際
基
準
に

近
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
冤

罪
を
生
ま
な
い
た
め
に
も
改
正
を
。

問
不
要
」
と
す
る
意
見
書
を
提
出
、

残
る
２
件
に
関
す
る
意
見
も
５
月

末
ま
で
に
示
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
察
側
意
見
に
対
す
る
弁
護
団

の
反
論
を
経
て
三
者
協
議
（
裁
判

所
、
検
察
、
弁
護
団
）
が
行
わ
れ
、

裁
判
所
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
先

送
り
し
な
け
れ
ば
、
事
実
調
べ
の

採
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

集
会
に
は
『
袴
田
事
件
』
袴
田

巌
さ
ん
姉
の
秀
子
さ
ん
や
再
審
無

罪
を
勝
ち
取
っ
た
『
足
利
事
件
』

の
菅
家
利
和
さ
ん
、『
東
住
吉
事
件
』

青
木
恵
子
さ
ん
が
駆
付
け
、
連
帯

の
ア
ピ
ー
ル
。
袴
田
秀
子
さ
ん
の

「
巌
だ
け
が
助
か
れ
ば
い
い
わ
け
で

は
な
い
。
今
度
こ
そ
石
川
さ
ん
の

再
審
開
始
を
」
と
い
う
呼
び
か
け

は
感
動
的
で
し
た
。

　

主
催
者
は
、
基
調
報
告
で
「
長

い
闘
い
に
な
っ
た
が
、
狭
山
闘
争

は
披
差
別
者
の
闘
い
に
勇
気
を
与

え
続
け
て
き
た
、
労
働
組
合
に
も

影
響
を
与
え
、
社
会
的
労
働
運
動

の
取
組
み
が
進
ん
だ
」
と
闘
い
の

意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。
集
会
後
、

霞
ヶ
関
周
辺
を
デ
モ
行
進
し
、「
狭

山
事
件
の
再
審
開
始
」「
差
別
反
対
」

等
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

60
年
前
の
５
月
23
日
、
狭
山
事

件
で
石
川
一
雄
さ
ん
が
不
当
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。
人
間
で
い
え
ば
還

暦
を
迎
え
る
60
年
後
の
そ
の
日
、

『
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民

集
会
』
が
強
い
雨
の
中
、
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

狭
山
事
件
第
３
次
再
審
闘
争
は
、

昨
年
８
月
に
弁
護
団
が
11
人
の
鑑

定
人
尋
問
と
石
川
さ
ん
宅
か
ら
発

見
さ
れ
た
被
害
者
の
も
の
と
さ
れ

る
万
年
筆
の
イ
ン
ク
鑑
定
を
求
め

た
『
事
実
取
調
請
求
書
』
提
出
に

よ
り
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
有
罪
の
決
め
手

と
さ
れ
た
重
要
証
拠
の
「
脅
迫
状

 
東
京
高
裁
は
事
実
調
べ
・
再
審
開
始
を
！

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会

の
筆
跡
・
識
字
能
力
、

指
紋
不
存
在
、
足
跡
、

ス
コ
ッ
プ
、
血
液
型
、

目
撃
証
言
、
犯
人
の

音
声
、
万
年
筆
、
自

白
、
殺
害
方
法
、
死

体
処
理
」
に
関
わ
る

11
の
鑑
定
や
意
見
を

提
出
し
た
弁
護
側
鑑

定
人
を
裁
判
所
が
直

接
尋
問
を
行
う
よ
う

求
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
検
察

は
今
年
２
月
、「
血

液
型
」「
殺
害
方
法
・

死
体
処
理
」
以
外
の

弁
護
団
提
出
新
証
拠

に
関
す
る
「
証
人
尋

袴田事件

狭山集会で訴える「袴
田事件」袴田巌さん

姉の秀子さん

一
日
も
早
い
再
審
開
始
を
！

再
審
制
度
の
抜
本
改
正
を
！

積み上げられた 51 万筆の署名を前に
訴える石川一雄さんと早智子さん

裁
判
所
は
早
期
決
断
を
！

あ
ら
ゆ
る
差
別
反
対
を
ア
ピ
ー
ル
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福
島
第
一
原
発
事
故
放
射
能
汚

染
水
の
海
洋
放
出
が
強
行
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
16
日
、
朝
か
ら
『
汚
染
水

を
海
に
流
す
な
！
東
京
行
動
』
が

都
内
各
地
で
行
わ
れ
、
〆
の
集
会

が
日
比
谷
野
音
で
も
た
れ
ま
し
た
。

　

福
島
の
漁
業
者
は
汚
染
水
の

　

海
洋
放
出
を
断
じ
て
認
め
な
い

　

小
名
浜
漁
協
柳
内
孝
之
さ
ん
は

「
事
故
直
後
、
放
射
能
汚
染
水
が
海

に
流
れ
出
た
。
保
管
用
の
構
内
タ

ン
ク
が
満
杯
に
な
る
と
『
低
濃
度
』

と
称
し
海
に
投
棄
し
た
。
漁
業
者

に
は
何
の
説
明
も
な
か
っ
た
。
現

在
、
試
験
操
業
を
続
け
て
い
る
が
、

汚
染
水
が
漏
れ
る
た
び
に
海
産
物

受
け
入
れ
は
拒
否
さ
れ
る
。
関
係

者
の
理
解
な
し
に
汚
染
水
処
分
は

し
な
い
と
言
う
。
漁
業
者
は
理
解

な
ど
で
き
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

自
ら
の
手
で
放
射
能
を
拡
散

　

さ
せ
る
こ
と
を
断
固
拒
否
す
る

　

集
会
基
調
の
印
象
的
フ
レ
ー
ズ

は
「
海
洋
放
出
は
放
射
能
を
拡
げ
、

被
災
者
の
苦
し
み
を
拡
散
す
る
」

で
し
た
。
こ
の
12
年
、
福
島
は
放

射
能
に
お
び
え
る
暮
ら
し
を
強
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
汚
染
水
の

海
洋
放
出
を
認
め
た
ら
、
今
度
は

自
分
た
ち
の
手
で
放
射
能
を
拡
散

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

危
機
感
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

汚
染
水
海
洋
放
出
は
放
射
能
を
拡
げ
、

　

被
災
者
の
苦
し
み
を
拡
散
す
る
！

還
可
能
」
と
す
る
も
の
で

す
。
政
府
は
、「
送
還
を
免

れ
る
手
段
と
し
て
申
請
し

続
け
る
行
為
の
防
止
」
を

立
法
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
難
民
認
定
率
は

わ
ず
か
１
％
、
世
界
各
国

で
は
３
割
４
割
あ
た
り
ま

え
で
あ
り
、
異
常
で
す
。

　

政
府
は
「
難
民
該
当
者

　

入
管
法
改
定
案
は
、
５
月
９
日
、

自
民
・
公
明
・
維
新
・
国
民
等
の

賛
成
に
よ
り
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、

参
議
院
の
審
議
も
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
改
悪
反
対
の
声
は

日
に
日
に
高
ま
り
、
国
会
前
で
は

連
日
坐
込
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
案
は
、
２
年
前
、
ウ
シ
ュ

マ
さ
ん
の
入
管
収
容
中
死
亡
事
件

を
契
機
に
廃
案
に
な
っ
た
も
の
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
国
連
人

権
理
事
会
部
会
等
か
ら
「
国
際
的

人
権
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
」

と
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
問
題
な
の
は
、「
難
民
申
請

中
は
送
還
一
律
停
止
」
規
定
を
見

直
し
「
２
回
不
認
定
な
ら
強
制
送

は
少
な
い
」
と
主
張
し
て
い
ま
す

が
、
裁
判
で
難
民
申
請
が
認
め
ら

れ
た
例
や
、
国
外
退
去
後
他
国
で

認
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の

難
民
審
査
参
与
は
年
平
均
２
千
件

も
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
、
ま
と

も
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
国
管
理
と
難
民
認
定
の
両
方

を
入
管
が
担
っ
て
い
る
こ
と
自
体

が
問
題
で
す
し
、
裁
判
所
や
第
三

者
機
関
の
関
与
も
な
く
国
際
基
準

を
満
た
さ
な
い
制
度
そ
の
も
の
を

変
え
る
べ
き
で
す
。
強
制
送
還
促

進
法
を
廃
案
に
！
国
際
的
人
権
基

準
を
日
本
に
！
共
生
社
会
を
！

国
際
基
準
を
み
た
し
共
生
社
会
を

強
制
送
還
促
進
法
反
対
！

異
常
な
難
民
認
定
率
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熱中症に注意！
　
『
防
衛
財
源
確
保
法
案
』『
Ｇ
Ｘ

電
源
法
案
』『
入
管
法
改
定
案
』
等

が
参
院
で
審
議
さ
れ
る
状
況
下
、

５
月
の
総
が
か
り
19
日
行
動
が
国

会
議
員
会
館
前
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

強
い
雨
が
降
る
中
、
行
動
の
冒

頭
、『
改
憲
反
対
』
と
『
大
軍
拡
・

大
増
税
反
対
』
の
署
名
が
国
会
議

員
に
託
さ
れ
、
主
催
者
は
「
悪
法

の
数
々
を
強
行
す
る
岸
田
は
断
じ

て
許
せ
な
い
。
軍
拡
法
案
が
審
議

さ
れ
、
日
本
は
『
戦
争
を
す
る
国
』

に
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
。
軍

拡
、
改
憲
策
動
を
阻
止
し
よ
う
。

解
散
・
総
選
挙
も
あ
り
得
る
。
市

民
と
野
党
の
共
闘
で
勝
ち
抜
こ
う
」

と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
報
告
で
は
、『
平

和
を
求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い
女
た

ち
の
会
』
の
日
本
女
医
会
前
田
佳

子
会
長
は
「
今
、
歴
史
の
転
換
点
。

軍
事
大
国
に
さ
せ
な
い
た
め
、黙
っ

て
い
ら
れ
な
い
」
と
、『
辺
野
古
新

基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄

会
議
』
の
福
元
勇
司
事
務
局
長
は

「
地
域
や
市
民
を
分
断
す
る
国
策
を

市
民
の
連
帯
で
止
め
よ
う
」
と
電

話
で
発
言
、『
移
住
連
』
山
岸
素
子

さ
ん
は
、「
入
管
法
改
悪
案
は
い
の

ち
を
奪
う
法
案
で
あ
り
、
国
際
人

権
法
違
反
だ
。
廃
案
に
す
る
し
か

な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
悪
法
を

濫
造
す
る
岸
田
政
権
と
の
闘
い
は

重
大
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の
上
部
団
体
も
コ
ロ

ナ
で
３
年
近
く
休
止
し
て
い
た
活

動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
東
京
都

庁
職
員
退
職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）

は
、
会
員
が
参
加
で
き
る
学
習
会

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

６
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

▼
場　

所　

田
町
交
通
ビ
ル
（
東
交
）

　
　
　
　
　

５
階
大
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

　
　
　
　
　

理
解
を
深
め
る
た
め
に

　
　

講
師
＝
真
島
明
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
連
合
東
京
副
事
務
局
長
）

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
退
職

者
会
戸
枝
事
務
局
長
へ
事
前
に
連

６
・
29
都
庁
退
学
習
会

﹁
ジ
�
ン
ダ
�
平
等
﹂

軍拡・増税、改憲反対！
悪法濫造を許すな！

軍
拡
・
改
憲
策
動
阻
止
！

悪
法
濫
造
を
許
さ
な
い
！

絡
く
だ
さ
い
。
参
加

者
に
は
交
通
費
実
費

相
当
を
支
給
し
ま
す
。


